
第２期≪平成 31 年度～平成 35 年度≫ 

基本理念【広げよう６つの島の福祉の輪】 

  （中島地区社会福祉協議会） 

中島地区地域福祉活動計画策定委員会 





中島地区地域福祉活動計画の策定にあたって 

　この度、中島地区社会福祉協議会（以下「中島地区社協」）では、松山市社会福祉協議会（以

下「松山市社協」）の推進計画に併せて、中島地区に相応しい「広げよう 6 つの島の 福祉の輪」

を基本理念とした、中島地区社協主体による地域福祉計画を策定することにになりました。 

　中島地区は、松山市の北西の瀬戸内海に位置し 6 つの有人島と２２の無人島で構成（１７集落）

されています。中世には、忽那氏の本拠地として栄え江戸時代に一部が松山藩に属するなど、

松山市とは歴史的に深いつながりがあります。地域の大部分が瀬戸内海国立公園に指定されて

います。果樹栽培と恵まれた漁場を活かした漁業が主産業であります。 

　合併後、第一次産業の不振により、地区人口は減少が著しく少子高齢化が進んでいます。 １７集

落の高齢化率は 40％～８5％と高く、限界集落（高齢化率 50％以上）を超えた集落が 17 集落のう

ち１6 集落となっています。 

　 今後もますます高齢化が進むこととおもいます。中島地区社協は、「住民相互の助け合い」

｢地域力（総代制度）の継続｣を推進し「地域福祉の展開による活力あるまちづくり」を積極的に取り

組んでいます。中島地区社協の活動にご理解いただきまして地域の皆様をはじめ各種団体の皆

様方のご支援ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

　 最後となりましたがこの度の「地域福祉活動計画」の策定にあたり策定委員会の皆様をはじめ、

松山市社協担当職員の皆様方にご意見と ご指導いただきましたことを心より厚く感謝申し上げま

すと共に深く感謝申し上げます。どうか今後ともご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

平成３1 年 3 月  

中島地区社会福祉協議会 

会長  金 本 和 樹 
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■ 松山市における地域福祉に関する計画の連携と比較

 地域福祉の推進を図るためには、下記の３計画が内容を一部共有したり，策定過程を共

有する等、相互に連携し一体となって進めることが重要であり、互いに補完・補強しあう

関係にあります。 

【 イメージ図 】 

【 地域福祉に関する 3 計画の比較 】 

計画 
地域福祉計画 

（ささえあいプラン） 

地域福祉活動推進計画 

（なもしプラン） 
地域福祉活動計画 

策定主体 松山市 松山市社協 中島地区社協 

対象地域 松山市内 松山市内 地区内 

実施期間 ５年 ５年 5 年 

基本目標 

（理念） 

「みんなで、支えあい、助
けあい、安心して、暮らし
てゆきたい、このまちで」 

「地域発！ 
ふくしパワーで 

 まちづくり」 

｢広げよう 
6 つの島の 

福祉の輪｣ 

計画の特徴 

【第３期計画】 

①地域コミュニティの形成
②福祉サービスの健全な発
達と適切な利用促進
③福祉の風土づくり

の３項目を柱とした地域福
祉に関する具体的な方策を
計画的に展開する。 

【第３期計画】 

①地域コミュニティの形
成
②福祉サービスの健全な
発達と適切な利用促進
③福祉の風土づくり
④市社協活動・事業推進

の基盤づくり

の４項目を柱とし、住民の
主体的参加を基本とした
地域福祉に関する具体的
な方策を計画的に展開す
る。 
地区社協の「地域福祉活動
計画」及び松山市の「地域
福祉計画」と連動し、地域
福祉活動の展開を支援す
るとともに、市社協の発
展・強化を図る。 

【第２期計画】 

①地区社協の基盤整備
②福祉学習とボランティア
③在宅福祉・生きがい

介護予防サービス 
④関係団体との協働
⑤その他

の５項目を基本とし、地域
性を活かした事業を計画的
に展開する。 
地区社協が中核となって、
住民の主体的参加を基本と
した地域福祉活動をより計
画的・具体的に進めるとと
もに、地区社協の基盤強化
を図る。 

地域福祉計画 地域福祉活動推進計画 地域福祉活動計画 

（松山市計画） （松山市社協計画） （地区社協計画） 
連携 連携 
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■ 中島地区の概要  （平成 31 年 1 月１日現在） 

区 分 中島地区 松山市（参考値） 

面 積 21.0k ㎡ 429.40k ㎡ 

世帯数（世帯人口） 2,150 世帯（2.34 人） 233,757 世帯（2.19 人） 

人 口 
3,785 人 

（男 1,755 人 女 2,030 人） 

513,207 人 

（男240,927人 女272,280人） 

６５歳以上高齢者 

（高齢化率） 

2,475 人（65.4%） 

（男 1,036 人 女 1,439 人） 

138,451 人（27.0%） 

（男 57,699 人 女 80,752 人） 

７５歳以上高齢者 

（総人口比） 

1,516 人（40.0%） 

（男 569 人 女 946 人） 

67,905 人（13.2%） 

（男 25,050 人 女 42,855 人） 

独居高齢者数 

（申請数） 

439 人 

（男 117 人 女 322 人） 

6,542 人 

（男 1,098 人 女 5,444 人） 

介護度別 

（H30.4.1） 

要支援１・２ 307 人 

要介護１～５ 425 人 

要支援１・２ 10,201 人 

要介護１～５ 19,151 人 

忽那七島は、松山市沖「興居島」の北西に並んでいる群島で旧風早郡に属します。

その中で最も大きく中心となるものを忽那島（現在「中島」）と呼び、その北条よ

りに牟須岐（現在「睦月」）・「野忽那」があり、その西に「怒和」・「津和地」・「二

神」の島々が散在する。「津和地」の西の「柱島」は現在山口県に属している。こ

れらの島々を「忽那嶋開発記」によりますと、忽那七島と称している。 

■中島地区マップ
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■ 中島地区社会福祉協議会の概要

主な活動拠点 中島支所 

事務拠点 松山市社会福祉協議会 中島支所 

構成メンバー 

会長・副会長・事務局長・理事（10 名） 
・評議員（民生児童委員２４名）
・啓発調査部長・援護部長・会計・監事（２名）

理事会等の開催 評議員会（随時）・理事会（年 2 回）・総会（年 2 回） 

構成関係団体 

民生児童委員協議会・総代会長会・まちづくり協議会・公民館・
高齢クラブ・姫が浜荘理事・食生活改善推進協議会・ボランティ
ア代表・サロン代表・消防団第 9 方面隊・中島みらいクラブ・定
住促進会

主な自主事業 

地域福祉サービス事業、福祉学習事業、共同募金活動、 
ふれあい・いきいきサロン事業、福祉講座開催、 
福祉だより・給食サービス、中島地区社会福祉大会、福祉機貸出
事業 

サロン数 サロン 13 グループ

民生児童委員数 

独居高齢者 

みまもり員数 

２9 名（男性 18 名 女性１1 名） 

20 名（女性 20 名） 

■地区社協の目指すもの

 中島地区では急速な少子高齢化や人口減少社会の到来、情報化社会の進展など私

たちを取り巻く社会情勢が大きく変化し、地域コミュニティにおける人間関係が過

疎となる中で、児童虐待、引きこもりや孤立死、さらには高齢者を狙った振り込み

詐欺など大きな社会問題が顕在化しております。 

そのため、「誰もが笑顔で安心して暮らすことが出来る福祉のまちづくり」を推

進していくためには、色々な社会問題に対し私たち住民自らが主体的に支えあい

「自分たちの住む地域は自分たちで守り創る」という住民意識の醸成と実践が何よ

りも重要でございます。 
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１．委員会メンバーの選定 

名簿のとおり（Ｐ．5） 

２．策定委員会の開催 

策定委員会において各事業の評価と課題について自由活発な意見交換を行い、洗い出

し集約することによって今後５年間の活動計画を策定する。 

回 開催日 会場 参加者 内容 

第１回 
Ｈ２９．11．１7（火） 

（8：3０～１２：００） 

中島 

支所 

１7 名 

・策定委員会委員長ほか役員選出

・地域福祉活動計画（説明）

・策定方針および今後の会議の進め方

・基本理念（基本テーマ）の決定

第２回 
H30．８．１７（金） 

（9：30～11：00） 
15 名 

・地域福祉活動計画項目検討

・地域福祉台帳

第３回 
H30． 11．16（金） 

（9：00～11：00） 
15 名 ・最終確認
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中島地区地域福祉活動計画策定委員会名簿 

役 職 氏 名 公 職 名 等 

会  長 金 本 和 樹 中島地区社会福祉協議会会長 

事務局長 松 本 晴 司 中島地区社会福祉協議会 

委  員 河 野 五七男 中島地区民生・児童委員協議会会長 

委  員 岩 崎   良 中島地区民生・児童委員協議会副会長 

委  員 俊 成 啓 子 中島地区民生・児童委員協議会副会長 

委  員 糸 岡 嘉 一 中島地区民生・児童委員・啓発調査部長 

委  員 三 好 治 子 中島地区民生・児童委員協議会・援護部長 

委  員 池 田 弘 中島公民館長 

委  員 門 野 庄太郎 中島高齢クラブ連合会会長 

委  員 俊 成 芳 秀 社会福祉法人島寿会・理事長 

委  員 岩 崎 良 まちづくり協議会会長 

委  員 﨑 原 辰 巳 中島総代会会長 

委  員 山 本 昭 宏 松山市消防団第 9 方面隊 

委  員 高 橋 武 子 食生活改善推進協議会会長 

委  員 田 中 佑 樹 まちづくり協議会・定住促進会 

委  員 島 田 弘 子 ボランティア代表 

委  員 古 崎 眞砂子 サロン代表

委  員 岡 田 亜紀子 中島みらいクラブ代表 

アドバイザー 仙 波 遼 大 松山市社会福祉協議会 

アドバイザー 只 信 康 子 松山市社会福祉協議会 

順 不 同 
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中島地区地域福祉活動計画 

１．基本理念 

          

 

２．基本計画 

（１）地区社協の基盤整備 

 

 

実施計画 
年度計画 

5 年 計 画 
31 32 33 34 35 

総会および理事・評議員会
の開催 

充
実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

体制の充実と福祉活動事業の企画・運営な
どについて検討を行う。（必要に応じて随時
開催する。） 

「福祉だより」の発行                充
実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

「福祉だより」は、地区住民に福祉事業の
啓発と理解を得ることを目的に内容の充実
を図り、年度 2回 6月と 12月に発行する。
（全戸配布 2300部） 

共同募金活動 充
実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

地区共同募金会と協力して、地区住民に共
同募金の理解を得て、個別・大口募金活動
を継続して行う。民生委員と協力して各港
で啓発運動をしている。10月 1日 

地区社協の拠点整備 検
討 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

将来に向けて、拠点整備を関係機関ととも
に協議検討を行う。（当面は支所・公民館を
拠点として利用する。） 

地区社協組織体制の整備 実
施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

全戸会員制一戸 500円特別会費一口 2000
円財源確保に努める。 

地域社会福祉大会 実
施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

基本テーマの「広げよう６つの島の福祉の
輪」を尊重しつつ、積極的に福祉活動の推
進に努めている。年１回 2月 

まごころ銀行 実
施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

中島地区の福祉活動を充実したものにする
ために、皆様のまごころを年間通して受け
付けている。 

広げよう 6つの島の福祉の輪 
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（２）福祉学習とボランティア

（３）在宅福祉・生きがい介護予防サービス

実施計画 
年度計画 

5 年 計 画 
31 32 33 34 35 

魚つかみ体験 充
実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

毎年小学校全校児童を対象にした魚つかみ
体験を実施している。 

中島こども園との交流 充
実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

中島こども園が行う行事等に参加し、園児
との交流を促進する。 

福祉学習事業 充
実 

充
実 ⇒ ⇒ ⇒ 

より多くの参加が得られるテーマ・内容・
講師を選び、年２回、福祉講座を開催する。 

ボランティア育成 検
討 

充
実 ⇒ ⇒ ⇒ 

2 校中島中学校・中島小学校を継続して協
力校に指定し、福祉学習の推進・啓発に努
める。 

実施計画 
年度計画 

5 年 計 画 
31 32 33 34 35 

サロン事業 充
実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

サロンⅠ型3ヵ所Ⅱ型4ヵ所Ⅲ型 6ヵ所の
支援を継続して実施する。地域交流サロン
として残ったサロンを継続できるよう支援
する。
３0年度から男性サロンを立ち上げた。

独居高齢者・在宅ねたきり
高齢者訪問 

充
実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

敬老週間に合わせて各 17 地区安否確認を
実施している。 
その他、民生委員が、近況把握や安否確認
を行う。 

地域福祉サービス事業 検
討 

実
施 ⇒ ⇒ ⇒ 

協力会員・利用者の確保に努め、現在まで
未実施の協力会員活動の実施に向け検討を
行う。 

独居高齢者配食サービス 検
討 

実
施 ⇒ ⇒ ⇒ 

状況を調査した後、ニーズが多いと認めら
れた時、本人の希望により実施している。 

福祉器具貸出事業 実
施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

現在整備されている範囲内で継続して貸出
しを行う。新規購入については、検討して
いく必要がある。 

給食サービス（春・秋・旧
歳末） 

実
施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

70歳以上のひとり暮らし高齢者・要援護世
帯の方を対象にお弁当を配食している。 
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（４）関係団体との協働

（５）その他

※本計画については随時進捗管理を行いながら、定期的に見直すことでより一層の充実を図ります。

実施計画 
年度計画 

5 年 計 画 
31 32 33 34 35 

民児協との連携・協働 充
実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

地区の民生児童委員（全員地区社協の評議
員）とより一層の連携・協働を図る。 

公民館事業との連携 充
実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

公民館事業に積極的に協力する。 

町内会連合会との協働 充
実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

「福祉だより」の配布および共同募金活動
等への協力を継続充実するとともに地区社
協事業への参加協力を促進する。 

防災組織等との協働 充
実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

市消防署・公民館・町内会連合会・消防団・
女性防火クラブ等と連携を図り、災害が発
生した際のネットワーク構築を目指すと共
に、積極的に防災訓練にも参加をする。 

高齢クラブ支援 充
実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

小学校の授業の一環の「昔の遊び」を協働
して行う。 

民間企業、団体との連携 充
実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

地区内の医療機関や福祉施設、民間企業等、
関連団体と連携し、地域における見守り体
制の強化を図る。 

地域包括支援センターと
の連携

充
実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

高齢者の諸課題などについて常に連携・協
働して対応する。 

学校との連携 充
実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

小・中学校との連携強化に努め、学校が実
施する各種行事に積極的に参加協力を行
う。 

実施計画 

年度計画 

5年計画 

31 32 33 34 35 

ひとり親家庭見守り 検
討

実
施 ⇒ ⇒ ⇒ 

家庭の現状把握と見守りを地区民児協と連携体制
で行う。 

「敬老の集い」への協力 充
実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

敬老の日に実施する「敬老の集い」について参加
協力する。 

トライアスロン中島大会への参加 充
実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

ボランティア活動に積極的に参加する。 

各種大会・研修会への参加 充
実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

中島公民館主催の夏季大学・文化祭・成人式など
へ積極的に参加する。市社協が開催する大会や会
議・研修会・街頭募金活動へ積極的に参加する。
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中島地区地域福祉台帳 

＊＊＊ 地域福祉台帳の見方について ＊＊＊ 

・この台帳は福祉のまちづくりの観点から、人材、団体、仕組・行事等、拠点・施設等の資源を地

区ごとにまとめたものです。

・この台帳の最初に記載の、地区全体の団体、仕組・行事等は各地区に共通する内容であり、

地区別ごとの欄には、地区に固有の仕組・行事等地区に所在する拠点・施設等を載せています。

なお人材欄は、平成 30 年 8 月１日現在、任期中の氏名を載せています。

＊＊＊ 略号一覧 ＊＊＊ 

○総  総代 ○社  地区社会福祉協議会 ○民  民生児童委員協議会

○児  主任児童委員 ○み  独居高齢者みまもり員 ○高  高齢者クラブ
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小浜地区事務所

中島ふれあいセンター・B＆G海洋センター

中島港緑地公園・漁村センター・大串キャンプ場・

大串農村公園・與理家神社・しま介護タクシー

饒公民館分館・鶴亀クラブ会館・天満神社

中島東分団・ボラはまゆう・高齢クラブ

サロンはまゆう・サロン長師

中島東分団・高齢クラブ

女性部

神浦あじさい

畑里高齢者健康増進実習館

老人会館 賀茂神社

中島西分団 高齢クラブ

お接待（春･夏）

盆踊り・ 秋祭等行事

地区運動会・クリーン運動

婦人会 高齢クラブ

女性部 カラタチクラブ
中島西分団

熊田地区総合施設 ・

老人会館・宇佐八幡神社・正賢

寺・懐古館

五十鈴神社

吉木公民館分館
長寿会館・ 西中港

中島西分団

高齢クラブ 婦人会

やっこ振り・盆おどり
クリーン運動・虫祈祷・輪越し 宇和間農林漁業体験学習館・天満神社

中島西分団
高齢クラブ

神浦地区総合施設
龍神社・神浦港 集会所

高齢クラブ会館
わんぱく広場

虫折祷・初祈祷・おしゃか様・
クリーン神浦・盆踊り
荒神祭（1/3年）・御開扉（1/4
年）
亜宝山毘沙門天・秋祭り

宮野公民館分館
天満神社

虫折祷・和霊さん
初折祷・おしゃかさま
クリーン運動・盆踊り・秋祭り・輪く
ぐり

中島東分団 高齢クラブ

関白様
盆おどり・長師
A1-1・クリーン運動
お大師様

AI-1小浜・万両・

盆おどり・虫祈祷・クリーン運動・秋祭り・

お大師様（お接待）・剣陵祭・子供相撲

中島東分団 高齢クラブ
婦人会 友の会

小浜すずらん会・末申会

重臣祭り・秋祭・おみどり神事

小祭・お伊勢宿・お大師講（おせったい）

盆おどり・荒神祭・子供相撲

A1－1・クリーン運動・とうろう流し・虫祈祷

JA女性部 中島東分団

すみれ・すずらん・ななし

ま・あゆみ・高齢クラブ

長隆寺・長善寺・浄玄寺

中島病院・大浦公民館分館

中島港・忽那島八幡宮・北校中島分校

松山市役所中島支所・JA中島支所・中島子ども園

マロン・造船所（大内・岡島）・中島汽船・斎場

ごみ処理場・伊予銀行・アミアゲビーチ・JA中島

特老・姫ヶ浜ビーチ
中島小・中学校

農村開発研修集会センター
鉄人の里・真福寺・三島大明神社

広報委員会・民児協会・総代会・未来クラブ
高齢クラブ連合会・小学校PTA・中学校PTA

消防団・赤十字奉仕団
金本会長 松本事務局長 三好援護部長

糸岡啓発調査部長 民協会長
総代会会長 広報委員会長

地域福祉サービス事業
ふれあい・いきいきサロン運営事業
トライアスロン
AI-1 環境ボランティア活動

各公民館分館・小学校（2）・中島中学校
中島病院・みなと歯科・特養・姫ヶ浜ビーチ

ハピネス中島・かぐや
松山市シルバー人材ｾﾝﾀｰ・包括支援ｾﾝﾀｰ中島

中 島
地区地域福祉台帳

中島大浦
世帯414 人口762

小 浜
世帯259 人口464

長 師
世帯214 人口318

宮 野
世帯 86   人口179

神 浦
世帯139   人口278

中島西分団
高齢クラブ・吉木オレンジ

会・

宇和間
世帯 70 人口133

熊 田
世帯42 人口98

吉 木
世帯76 人口154

饒
世帯56 人口110

畑 里
世帯35 人口66

民

西原

盆おどり・秋祭り

クリーン運動

総 石丸

社

窪田総

総 戒居

総 崎原

秋祭等行事・慰霊祭

クリーン運動

盆おどり・花祭り・秋祭り

お接待・クリーン運動

民 金林

み俊成み 倉岡 み 富山

俊成民 民 俊成(志）河野 民

児大宮児 濱田

岩崎民 み 岡田

高 高橋

忽那

み

民 み 田村里

高 田中

民

和泉総

山本 み 青柳

み 土井

み 二神

糸岡 み 村上

み 舩附

高 門野 総 松本

民 島田

中田

民 宮内

小立

民

み

総

民 城本松本

門田 高

総 杉野

総 山口

民 民 金本

高 森田

川崎 み 濱

総 片山

高 山口

高 石丸

土井民 高 向井

総
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【地域の概要】

●面 積 37.28 ｋ㎡ ●世 帯 数 2,150 世帯

●人 口 3.785 人 ●高齢化率 65.4 ％

穏やかな瀬戸内海の沖合いに浮かぶ中島は、6つの有人島と22の無人島から成っており、古くから忽
那諸島と呼ばれ、豪族の忽那氏が水軍の雄として瀬戸内海を舞台に活躍した栄華の名残りが今もなお
後をとどめています。温暖な気候と波静かな海、多島性景観と海蝕海岸などなど、恵まれた自然があふ
れており、一年中できる釣りをはじめ、春にはみかんの花が咲き、夏にはトライアスロン大会や海水浴、
秋には黄金色の実りが甘い香りと共に島全体を包んでくれます。そのような自然の中、島ならではの人
と人との温かいふれあいが住民もとより、訪れた人々の心を癒して和めてくれるような、とても心温かい

中島粟井

民 栗田

み 金子

総 村上

高 大野 婦人会 アマリリス

高齢クラブ・女性部

盆踊り

クリーン運動・秋祭り 粟井公民館分館

老人会館・桑名神社

中島
なかじま
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怒和島

上怒和
世帯77 人口157

民 島田

み 中野

総 野間 中島神和分団

おぼん踊り

秋祭り・獅子舞

クリーン運動

老人憩い家・上怒和港・

上怒和公民館分館・海の家・天満神

社・怒和小中学校・農協・漁協・道の

元怒和
世帯 123 人口 201

民 曠野

民 三好

み 中田

総 立道

農道掃除・盆踊り・秋祭り・

クリーン運動

ボラわかば・中島神和分

元怒和港

元怒和公民館分館

若宮八幡神社 厳島神社 海の

駅・農協 漁協・西清寺・延福寺

ぬわじま
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津和地島

二神島

津和地
世帯173 人口

中島神和分団

津和地多目的集会施設

津和地港 海の駅 農協

漁協

盆踊り・宮島祭り・
農道掃除・たのしま
会・いきいきサロン
サテライト

民 門井

民 福島

み 福島

総 国本

二 神
世帯82 人口126

中島神和分団

二神港

海の駅 宇佐八幡神社
二神公民館分館 農協

漁協 ・安養寺

宮島祭り・農道掃除・盆踊

り・クリーン運動

民 前田

み 薮本

総 前田

つわじじま

ふたがみじま
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睦月島

野忽那島

睦 月
世帯147 人口

民 木村

黒田み

民 石崎

総 木村 ひばり会・つくしサロン

中島睦野分団

島四国

おはんにゃ・かぶ祭り
クリーン運動

高齢者の家

海の駅 睦月公民館分館

睦月港 玉善寺 富田八幡神社

農協 漁協

野忽那

中島睦野分団

皿山ロード

宇佐八幡神社・海の駅

老人憩の家

野忽那公民館分館 野忽那

港・農協・魚協

盆おどり
胡子祭り・秋祭
クリーン運動・お大師様・お
釈迦様・百なんびよ

民 大岡

民 前田

み 立花

総 内藤

むづきじま

のぐつなじま
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【地域住民からみた地域の状況】 

地
区
の
強
み

・住民が少数のため、災害時等の場合には協力体制は強い
・住民がみんな顔見知り
・隣組制度がある ・強い自治組織が確立されている
・地区消防団員の活動が盛ん
・グラウンドゴルフ、クロッケー、ゲートボールの活動が盛ん
・伝統行事を守ろうとする意識が強い ・みかん、魚がおいしい
・畑が借りやすい（移住者を呼び込みやすい） ・移住者が多い

地
区
の
弱
み

・若者が少ないため新しい行事、活動に取り組む意欲がない
・島を盛り上げたいという一体感がない ・働く場所が無い
・様々な組織の会長、リーダーの高齢化、後継者不足
・民生委員・児童委員、見守り員による活動範囲の制限
・高齢化率が高く、災害時の避難行動が不安 ・休耕地、耕作放棄地が多い
・若者の結婚が少ない
・隣組制度が崩れてきている

地
域
が
抱
え
る

福
祉
課
題

・高齢者の数が多い ・女性の高齢者、一人暮らしをする人が増加
・会長、リーダーの高齢化・後継者不足
・跡取り、介護者不足
・若者が住めるための産業がない
・民生委員・児童委員、見守り員の高齢化により活動に制限がある
・海のため、交通が不便
・高齢者の行く場所がない ・島で最期が迎えられない
・高齢者もしてもらうだけではなくできることをするという意識

中島
な か じ ま

地区 
面 積：37.35 km² 
人 口：3,785人（高齢化率 65.4％） 
世帯数：2,150世帯 

【地区の特色】 
瀬戸内海の沖合いに浮かぶ中島は、6つの有人島と 22の無人島から成っており、古くから忽那

諸島と呼ばれ、豪族の忽那氏が瀬戸内海を舞台に活躍した栄華の名残りが今もなお跡をとどめてい
る。温暖な気候と恵まれた自然があふれ、年間を通じて釣りが楽しめるほか、春にはみかんの花が
咲き、夏にはトライアスロン大会や海水浴、秋には黄金色の実が甘い香りが島全体を包んでいる。 

夏の風物詩 トライアスロン 
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構成団体 
地区民協・公民館・総代会・支所・サロン代表・福祉施設・学識経験者 
高齢クラブ連合会・食生活改善推進協議会・ボランティア代表・定住促進会・議員 
PTA 

主な取り組み 活動内容 

給食サービス 70歳以上の１人暮らしの高齢者・要援護世帯の方を対象に、春・秋・
歳末に各地区民生委員が訪問しお弁当を配っています。 

健康体操 １日でも長く自立した生活を送ることを目的とし、ストレッチと筋ト
レを行っています。毎週水曜日、参加費は無料です。

サロン事業 いきいきサロン 3ヶ所、地域交流 4ヶ所、地区社協独自 6ヶ所の支援
を継続して実施し、住民の交流の場の促進に努めています。 

地
区
の
状
況

■地区民協
民生委員  
主任児童委員 

27名 
2名 

■町内会・自治会・区長会等 17団体 
■高齢クラブ 14クラブ 
■子ども会 0団体 

■まち協の設立 平成 20年度 ■自主防災組織 17組織 

中島地区社会福祉大会 
関係団体との連携を図りながら住み慣れた地域で誰もが安心して

福祉サービスを利用し、個々の尊厳の保持と自分らしい生活を送る
ことができる地域社会づくりを推進することを目的として毎年開催
しています。参加者の皆様の協力による「伊予柑 1個運動」で
は、東日本大震災の復興支援をきっかけにつながりが続いている福
島県郡山市へ毎年、伊予柑を送っています。 

中島地区社会福祉協議会 広げよう ６つの島の 福祉の輪 

＜拠点＞ 松山市役所中島支所 2階 TEL：089-997-1822 ／ FAX：089-997-1833 

＜地区社協が目指すもの＞ 
中島地区では急速な少子高齢化や人口減少社会の到来、情報化社会の進展など私たちを取り巻く

社会情勢が大きく変化し、地域コミュニティにおける人間関係が希薄となる中で、児童虐待、引き
こもりや孤独死、さらには高齢者を狙った振り込め詐欺など大きな社会問題が顕在化しています。 
 そのため、「誰もが笑顔で安心して暮らすことが出来る福祉のまちづくり」を推進していくため
には、色々な社会問題に対し私たち住民自らが主体的に支えあい「自分たちの住む地域は自分たち
で守り創る」という住民意識の醸成と実践が何よりも重要と考えています。 

夏の風物詩となっている中島トライアスロンでは全国からのアスリートを受け入れ、島
全体で盛り上げています。少子高齢化が進む中でこのようなイベントに限らず住民間によ
る災害時の協力体制や地区消防団員の活発な活動など、皆が顔見知りだという点をいかし
た活動が特徴としてあげられます。特に地区社協による給食サービスやサロン事業は高齢
者の孤立化を予防するとともに、人のつながりを維持する基盤になっているといえます。住
民間のつながりをいかして、これからの福祉課題に対処する独自の取り組みへの転換が期
待されています。 
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中島地区社会福祉協議会役員名簿 

平成 30 年 6 月１日 

役 員 名 公 職 名 氏 名 

会 長 学識経験者 金 本 和 樹 

副 会 長 中島地区民生児童委員協議会長 河 野 五七男 

事務局長 中島地区民生児童委員 松 本 晴 司 

理 事 

松山市役所中島支所長 岡 田 天 平 

松山市市議会議員 松 本 博 和 

社会福祉法人島寿会特養姫ヶ浜荘理事長 俊 成 芳 秀 

中島地区総代会長 﨑 原 辰 巳 

中島高齢クラブ連合会会長 門 野 庄太郎 

中島公民館長 池 田  弘 

中島地区民生児童委員協議会副会長 岩 﨑  良 

評 議 員 各地区総代・民生児童委員・各種団体 ２４名 

啓発調査部長 中島地区民生児童委員 糸 岡 嘉 一 

援護部長 中島地区民生児童委員 三 好 治 子 

会 計 中島地区民生児童委員 城 本 イクミ

監 事 
中島地区民生児童委員 俊 成 志 朗 

中島地区総代会幹事長 片 山 富 雄 

順 不 同 
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第２期 中島地区地域福祉活動計画 

発行：中島地区地域福祉活動計画策定委員会 
中島地区社会福祉協議会 

  《問い合わせ先》 
 松山市社会福祉協議会 地域福祉部 地域支援課 

〒790-0808  
松山市若草町８番地２松山市総合福祉センター内 
Tel：089-941-3828 / Fax：089-941-4408 
Webアドレス http://www.matsuyama-wel.jp/ 
E-mail chiiki@matsuyama-wel.jp

発行日：平成 31年 ３月 
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